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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、アフリカトリパノソーマ症の疫学情報把握に有用な血清診断

法として、複数の原虫抗原を用いたマルチプレックス法の開発を目的とし

たもので、十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

ガンビアトリパノソーマ原虫由来の複数抗原について、組換えタンパク

質をビーズに固着させ、標準血清を用いて様々な指標でマルチプレックス

法の有用性を検討しており、研究手法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、３種類の抗原が特に有用であることを明らか

にしており、アフリカトリパノソーマ症の疫学調査に有用なマルチプレッ

クス法を開発した点評価できる。本キットを用いた疫学調査への応用が期

待される。 

 

 

以上のように本論文はアフリカトリパノソーマ症の疫学研究に貢献す

るところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値する

ものと判断した。 

 

 

 


